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了剴
～
"'Aoy－＝
(z/'A,y)2+÷("'AOy)(dig)2－号("'A,9)(di")(d")｝l/'Ao"ー÷(dfz/)2
であり，且0は
－50－
T=IOALPHA=0.4???????????????????????????????????????
??
五一
－3．00－2．25－1．50－0．750．000．751．502．253．00
第5図〃(β一脚)の分布展開(T=101cr=0.4,02=1)
T=20ALPHA=O.4??????????????????????????
??
－3．00－2．25－1．50－0．750．000．751．502．253．00
第6図〃(β一")の分布展開(T=20,cr=0.4,02=1)
－51－?《???）???〈???〉『．?‐?
?。?
?
?
?
? ?
?
?
?
（???〉〈??）???〈、?）
;(T+1)×(T+1)
～
AO=
によって定義される。
LSEの表現に比べて相当複雑になっているので，ここでは前節の補題3
を適用して次のように修正された統計量の展開を考えることにする。
‐〃〒{92＋似2－α(91＋"1)－(1－α)(93＋狸3)2｝
坊＝[(91＋"1-92-"2)(91+"1+92+"2-2(93+"3)2]｣ﾉ2
‐〃{(91＋“－92－"2)(93＋"3)－〃(91＋"1－(93＋"3)2)｝
"=[(9,+",)(9,+"-92-"2)(9,+",+9;+",-2(53+"｡)2]'ﾉ2
(4.3）
(4.4）
ここで,9j(j=1,2,3)は前節で定義されたものであり,9j=0のとき屋＝
〃＝0となることに注意する。の2の計算に関しても，（4.3)，（4.4）に基いて
行なうので得られる展開は1/ｲｧ〒のものであり，その場合には,e(9)の原
点における偏微係数は2次まで，又，妙（8）の偏微係数は3次までのものが
必要である。エツジワース展開係数については，α,，α3，α4だけ力泌要であ
る。平均0の場合もそうであるが,1/Tのオーダーの展開は，未だ求められ
ていない。
まず，厳の分布展開に関しては
(45）”(姥く躯'ゴ(躯)+祭
が得られる。平均0の場合は
2α＋1
JI~=万盲+O(T-')
P("<")=I(")+器差言ﾃ+O(T-')(4．6）
である12）密度関数は，（4.5）に対応して
{1－方涛}(4.7)j(") +O(T-')
であり，（4．6）に対応して
－52－
(4.8)j(")'1－芹諄言ﾃ｝+O(T-')
となる。LSEの分布に比べれば，ゆがみはそれ程でもないが，平均が0で
ない場合の方がそうである場合よりゆがんでいるのは,LSEの場合と同様
である。期待値は，平均が0でない場合
(4，）β(‘‘)=-方豐ﾃ+O(T-2)
であり,0の場合
(410）β(端)=一志芦言ﾃ+O(T-')
となる。
次に,tβについては,1/何〒のオー ダー の展開として
(4n)"(,､M-fl'f+('-.')(g)｡}+o(r-')
が得られる。但し，の＝(ぴ2＋β2（1－α2))1ﾉ2である。LSEの展開と同様，
⑳＝(1－α2)'ﾉﾐβ＝－1とおけば雄の展開は，坊の展開に帰着する。対応する
密度関数は
(伽2），(遮)'1+汚(2α号十('一・'）(吾)｡｝+O(T-')
であり，従って
(4'3)"(")=(2．舎+(1一睡')Ig)')+o(r､)
が得られる。妬は雌の展開より複雑な形をしているが，巧の場合と同様,L
SEの分布ほどゆがんでいない。
－53－
（注）
(1)グラムーシャーリエ展開は，本質的にエッジワース展開と変わらない。コー
ニッシユーフイッシャー展開は，より高次のキュムラントの計算が必要である。
これらの展開の基本的な考え方については,Joh"So"(x"dKoiz(1970)参照。
(2)LSEの1/Tまでの明示的な結果はPh〃〃ps(1980Q)に与えられている。
Ph〃〃ps(1977)で得られたオ検定統計量の展開は正しくない。正しい形は，
本論第Ⅳ節の(4.6)式で与えられる。
(3)この場合の1/Tまでの展開結果については伽eﾙα"｡(1981),Tse(1979)参
照。
(4)TMαﾙα(1981)においては，α及び〃のLSEの展開は1/Tまで；又それぞ
れの#検定統計量の展開は1/ｲ7手まで明示的に求められている。
(5)密度関数は必ずしも存在するとは限らないが,｡T(8)をFT(")の特性関数
とすれば
/"ldT(8)lrd8<ooんγso''29γ之1一
－0．
の時，存在が保証される。
(6)一般に飽個の統計量鍬)sK)……,W@)の分布については，既知の”×1
ベクトルh=(ん',h2,……，h"),但し,||hll=1を用いて,STとしてはﾉ"を
ウェイトにしたSド)の線形結合を考えればよい。
(7)ベクトル9の決め方が一意的でないため，定義を変えた場合にはs丁につい
ても，この条件を満足するように変更する必要がある。
(8)この結果については本論では省略する。詳細についてはTtz九αkα(1981）参照。
(9)前節では特性関数を考えていたが，以下では記号の簡略化のため，代りに積
率母関数を使う。
(10唯一の例外は，第II節で定義されたの2＝－恥eje胸である。このオー ダー は
定数であるが,1/Tの展開を得るためには，このオーダーまで計算しなければ
ならない。
(11）分布のすそでの近似をよくするために,J(z7gede"j(ztjo7ze"pα九sjo九という方
法があるが，これについてはI6γαg加o〃α"dLj""jh(1971)参照。
(1"P""jps(1977)で求めてある結果は正しくない。それは同論文のp.484にお
いてe,Ⅱという偏微係数を誤って計算したことによる。
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